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徐福と弥生時代   新井宏
方士徐福が、「海中の三神山に不老不死の神薬がある」と始皇帝をだまし、童男女数千人を連れて、海に出たのが、紀元前二一九年。しかし神薬を得るはずもなく、処罰を恐れた徐福は、九年後の紀元前二一〇年すなわち始皇帝の死の直前に、再び「神山の周りに大鮫魚が居て近づけない」とだまし、今度は連弩を持つ軍隊まで率いて、海に出て、亶洲に至ってそのまま還えらず、そこに数万の家を成したと言う。
このことは『史記』と『三国志』に出ており、中国では史実である。一方、日本各地にある徐福伝説は、この史実を受けた話として、後世に造られたものと考えて、まず間違いないであろう。この頃、日本は弥生文化が始まって間もなくの時期であった。
ところで、日本の各文化期を中国史の中で概観すると、
日本            中国
後期縄文時代  戦国時代（混乱期）
弥生時代      秦漢時代（強力統一国家期）
古墳時代      五胡十六国時代（混乱期）
飛鳥奈良時代  隋唐時代（強力統一国家期）
となっており、縄文時代は独自文化、弥生時代は中国から、古墳時代は朝鮮半島から、そして飛鳥奈良時代は再び中国からの影響を受けると言う構図になっている。すなわち、中国に強力な統一国家ができると、日本への影響が強まるのが力学法則であった。そしてこのことは、古代計量史の研究を通して得た私の結論でもある。始皇帝の時代は、まさに中国が弥生文化への影響を強めている最中にあったのである。
さてそれでは、はたして徐福はどこに向かったのであろうか。記録に残る出港地の琅邪は山東省の港であり、そこから海に出れば海流から見て、九州に至る可能性が極めて高い。事実、弥生のイネ文化の源流は、考古学的に見て、中国の山東華南地方と考えられており、当時東シナ海の横断はそれほど困難ではなかった。当然ながら中国の一部では日本の存在が既に知られていたはずであり、徐福が亡命するとしたら、日本は格好な候補地であったに違いない。方士とは、当時の錬金術や冶金術、そして科学技術の専門家であり、当然ながら各地の物産や航海術にも精通していたからである。
数千人の童男女と兵士を乗せた船は、おそらく遣唐使船に近い大型船であったと思われる。各船百人以上は乗れたであろうが、それにしても数十隻の大艦隊である。よほどの暴風雨に会わないかぎり、全滅したとは考えられない。やはり日本に到着した可能性が高いのである。
始皇帝の不老長寿への執念が、日本の弥生文化に大き影響を与えたと思うと歴史は楽しい。それにしても、個人的な実感としては、死への恐れは、年齢と共に薄れて行くように思う。平均寿命の長い現代人には、始皇帝の頃の不老不死への執念を理解し得ない面もあるのではなかろうか。
